


平塚共済病院 薬剤科

花粉が飛散するのは春のイメージが強いかもしれませんが、花粉は春だけでなく一年を
通して飛散し、花粉症の原因となっています。
代表的なスギやヒノキ以外にも、ブタクサやヨモギ、カナムグラといった植物は8月～10月
にかけて花粉の飛散シーズンを迎え、約15％の人がこの時期に目や鼻に症状をきたします。
ブタクサやヨモギなどは河原や公園、空き地など市街地にも多く生息しているため、この
ような場所は避けて歩くようにしましょう。

日常生活での花粉対策
●うがいをすることで喉に付着した花粉を洗い流すことができます。
●マスクの着用で鼻から吸い込む花粉量が減り、症状の軽減が期待できます。
●洗顔をすることで顔に付いた花粉を除去することができます。
●洗濯物を取り込む際には衣服などをよく払うことで、衣服に付いた花粉を少なくすること
ができます。

代表的な薬物療法
●抗ヒスタミン薬
体内でアレルギー症状を引き起こす「ヒスタミン」の働きをブロックすることでアレル
ギー症状をおさえます。脳内に移行することで眠気などを引き起こすことがあるため、
運転をする際には注意が必要な抗ヒスタミン薬もあります。

●抗ロイコトリエン薬
●抗プロスタグランジンD2・トロンボキサンA2薬
　鼻づまりが強い場合や気道の症状に対して有効とされています。

●ステロイド薬
抗ヒスタミン薬や抗ロイコトリエン薬とは全く別の機序でアレルギー症状を強くおさえ
ます。効果が強い薬剤とされていますが、糖尿病、高血圧、骨粗しょう症、皮膚障害、
月経異常、副腎皮質機能低下など全身に及ぶ症状を引き起こす可能性や、感染症にかかり
やすくなるといったリスクがあるため、使用には注意が必要です。

花粉でつらい症状が出た際には医療機関を受診したり、ドラッグストアで薬剤師に相談して
いきましょう。
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